
委員会付託案件の審議・一般質問

（6）

【審議内容】
Ｑ：農道整備の場所はどこになるのか伺う。
Ａ：全部で４箇所あり、千代田地区３箇所、霞ヶ

浦地区１箇所となっています。
Ｑ：向原の保留地の販売についての見込みと、対

応はどうなっているのか伺う。
Ａ：宅地55区画のうち、11区画売れ、残りは44区

画となっています。坪単価を15万５千円か
ら12万５千円と３万円下げて販売し、常陽
リビング、毎日新聞に広告を掲載して販売
促進を行っております。販売は難しい状況
ではありますが、ひきあいも何件か来てい
ますので、今後も完売に向け進めて行きた
いと思います。

Ｑ：基盤整備事業の内容を伺う。
Ａ： 菱木上流土地改良区内農道900ｍの整備で

す。３箇年の事業であり、19年度が最終で
仕上げ工事になります。

販
売
店
で
発
生
し
た
折
込
不
足
で

清
水
地
区
と
飯
岡
地
区
の
2
箇

所
で
あ
り
ま
し
た
。
清
水
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
か
ら
の
連

絡
に
よ
り
期
間
内
に
配
布
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
飯
岡
地
区

は
、
期
間
を
過
ぎ
た
た
め
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
十
分
注
意
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

う
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
選
挙
公
報
の
発
送
漏
れ
に

つ
い
て
伺
う
。

　
総
務
部
長　

選
挙
公
報
に

つ
き
ま
し
て
は
、
候
補
者

の
氏
名
や
経
歴
、
政
見
等
を
有
権

者
に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
条
例
に
基
づ
い
て
発
行
を

し
ま
す
。
経
費
や
告
示
期
間
の
関

係
か
ら
、
当
市
で
も
7
社
の
新
聞

社
に
折
込
を
依
頼
し
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
配
布
漏
れ
は
、
一
部
の

　
従
来
の
施
策
は
働
く
女

性
向
け
の
子
育
て
が
中
心

だ
っ
た
が
、
全
て
の
家
庭
の
子
育

て
支
援
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　

平
成
19

年
度
に
建
築
い
た
し
ま
す

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
予

定
で
す
。
現
在
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
２
箇
所
あ
り
ま
す
が
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、
大

き
な
規
模
で
の
対
応
が
で
き
る
よ

▲ちよだ地域子育て支援センター

圓
城
寺
正
道 

議
員

QA A

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

Q

子
育
て
の
支
援
対
策
は

質 問 事 項
1. 一般行政について
  （1）職員の定数削減について
  （2）職員のモラルについて
  （3）公費による研修について　　
  （4）公文書破棄について
2. 児童福祉関係について
  （1）子育て支援について
3. 財政関係について
  （1）ペイオフ対策について
4. 選挙関係について
  （1）選挙公報の発送漏れについて

【付託案件】
・平成18年度かすみがうら市一般会計補正予算
・平成18年度かすみがうら市下水道事業特別会
計補正予算
・平成18年度かすみがうら市水道事業会計補正
予算
・かすみがうら市土砂等による土地の埋立て等の
規制に関する条例の一部改正について
・平成19年度かすみがうら市一般会計予算中、
産業建設委員会の所管に関する歳入歳出全般
・平成19年度かすみがうら市下水道特別会計予算
・平成19年度かすみがうら市農業集落排水事業
特別会計予算
・平成19年度かすみがうら市水道事業会計予算
・市道路線の廃止について
・市道路線の認定について

QA

▲土地改良区内農道整備事業

産業建設委員会



一般質問

（7）

▲国道354号線バイパス整備事業

桂
木 
庸
雄 

議
員

行
い
信
号
機
の
設
置
を
含
め
た

工
事
を
平
成
20
年
3
月
ま
で
に

竣
工
予
定
で
す
。
市
立
北
中
学

校
入
口
交
差
点
の
歩
道
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度

に
用
地
測
量
と
一
部
用
地
買
収

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
後
の
用
地
買
収
や
工
事
着
手

時
期
等
が
未
定
の
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
早
期
着
手
を
引
続
き

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

は
、
未
買
収
区
間
の
用
地
取
得
、

実
施
設
計
業
務
と
橋
梁
架
設
を

含
め
延
長
１
，
２
０
０
ｍ
の
工

事
区
間
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
庁
舎
坂
下
の
県
道

改
良
工
事
と
市
立
北
中
学

校
入
口
交
差
点
の
歩
道
整
備
事

業
に
つ
い
て
伺
う
。

　
土
木
部
長　

県
土
木
事
務

所
に
よ
る
と
、
霞
ヶ
浦
庁

舎
下
の
県
道
交
差
点
改
良
に
つ

い
て
は
、
今
月
に
工
事
契
約
を

　
国
道
３
５
４
号
線
バ
イ
パ

ス
工
事
の
進
捗
状
況
と
新

年
度
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　

用
地
取
得
に
つ
い

て
は
全
体
面
積
対
比
率

で
95
％
の
地
権
者
の
協
力
に
よ

り
取
得
し
て
い
ま
す
。
工
事
の

進
捗
状
況
は
、
全
体
計
画
延
長

２
，
８
９
０
ｍ
の
内
、
約
１
，

０
３
３
ｍ
を
５
工
区
に
分
割
し
、

工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
新

年
度
整
備
計
画
に
つ
き
ま
し
て

QA

A

霞
ヶ
浦
庁
舎
下
の
交
差
点
改
良
工
事
を
行
う

Q

危
険
箇
所
の
改
良
工
事
の
進
捗
と
新
年
度
の
見
通
し
は

質 問 事 項
1. 行政改革について
  （1）将来目指すべき合併パターンについて
2. 環境行政について
  （1）悪臭対策について　　　
  （2）残土埋立について
3. 福祉行政について
  （1）少子化対策について
4. 道路行政について
  （1）国道 354 号、大和田バイパス道について
  （2）県道の改良工事について

　
保
健
福
祉
部
長　

千
代
田

地
区
の
稲
吉
及
び
大
塚
児

童
館
は
、
数
年
前
か
ら
定
員
数
を

上
回
る
応
募
が
続
い
て
い
る
状
況

で
す
。
大
塚
児
童
館
に
つ
い
て
は

小
学
３
年
生
ま
で
受
け
入
れ
る
と

定
数
50
名
に
対
し
て
１
０
０
名
近

く
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

募
集
の
拡
大
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
当
面
は
、
新
築
し
た
新
治
児

童
館
と
の
相
互
連
携
に
よ
り
対
応

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
は
、

行
政
組
織
や
人
事
な
ど
の
見
直
し

に
努
め
つ
つ
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
大
塚
児
童
館
の
児
童
ク
ラ

ブ
の
学
年
範
囲
が
１
〜
２

年
生
と
狭
い
の
は
不
公
平
。
３

年
生
の
児
童
募
集
も
追
加
し
て
」

と
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
。

　
1
月
29
日
、
水
戸
地
裁
で

前
市
長
の
汚
職
事
件
の
判

決
が
あ
り
刑
が
確
定
し
た
が
、
こ

の
結
果
を
受
け
て
行
政
内
部
の
改

革
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
市
長　

こ
れ
に
よ
り
、
す

べ
て
が
終
局
し
た
も
の
と

捉
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
事
件

を
通
し
て
、
市
民
が
失
っ
た
も
の
、

職
員
が
傷
つ
い
た
代
償
は
計
り
知

れ
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
原

因
と
な
っ
た
入
札
制
度
改
革
に
着

▲大塚児童館

佐
藤 

文
雄 

議
員

QA A

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
進
ん
で
参
り
た
い

Q
前
市
長
汚
職
事
件
裁
判
の
確
定
結
果
を
受
け
て
の
市
政
改
革
は

質 問 事 項
1. 入札制度の改善について
   （1）一般競争入札と指名競争入札について　（2）随意契約のあり方について（3）予定価格
の事前公表について　（4）市道○チ６号線迂回道路工事について　（5）入札談合について
2. 市政改革について　（1）汚職事件裁判確定の結果について
3. 向原土地区画整理事業について
  （1）保留地販売について　（2）仮換地の販売について　（3）債務負担行為の執行について
4. 水道事業について
   （1）県との契約水量について　（2）水道事業における人口計画について　（3）水道料金・
基本水量の見直しについて
5. 教育行政について
   （1）学校施設の耐震調査と老朽校舎の全面改築について　（2）学校給食に地元農産物
活用について
6. 福祉行政について
  （1）子育て支援について　（2）国民健康保険制度について
7. 住み良いまちづくりについて
  （1）つくばファームの悪臭対策について　（2）ゴミ収集カレンダーの作成について

QA

Q

A



一般質問

（8）

▲自動体外式除細動器（AED）

中
根 

光
男 

議
員

学
区
内
の
危
険
箇
所
等
の
確
認
と
点

検
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
危
険
度
の
高

い
通
学
路
に
お
い
て
は
、
教
職
員
の
ほ

か
、
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
頂
き
定
期
的
な
巡
回
指
導
や
立
哨

指
導
な
ど
を
行
い
、
通
学
途
上
の
安
全

確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
主

要
幹
線
道
路
の
歩
道
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
か
ら
要
望
を
受
け
、
市
、
担

当
部
署
を
通
じ
て
、
県
、
関
係
部
門
へ

改
良
要
望
を
し
て
お
り
ま
す
。

と
も
に
、
夏
期
休
暇
期
間
中
に
教
職

員
を
対
象
と
し
た
、
普
通
救
命
講
習

の
中
で
も
計
画
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
危
険
度
の
高
い
通
学
路
の
状
況

確
認
、
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
部
長　

市
内
各
小
中
学
校

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

区
に
、
児
童
生
徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
職
員
で

学
区
内
の
調
査
を
基
に
危
険
箇
所
や
、

不
審
者
情
報
、
水
の
事
故
情
報
、
そ

の
他
の
情
報
を
書
き
込
ん
だ
安
全
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
中
で
、

　
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
設
置
と
講
習
会
の
実
施
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
部
長　

平
成
19
年
度
に
お

い
て
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校

に
配
置
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
講
習

会
の
実
施
状
況
は
、
養
護
教
諭
は
す

で
に
受
講
済
で
す
。
ま
た
、
小
学
校

6
校
、
中
学
校
2
校
が
校
内
講
習
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
導
入

時
に
お
い
て
講
習
会
を
計
画
す
る
と

QA

A

市
内
、
全
小
中
学
校
に
設
置
す
る

Q
子
ど
も
を
守
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
認
識
と
設
置

質 問 事 項
1. 教育行政について　
  （1）学校内におけるいじめについて
2. 児童 , 生徒の安全対策について
  （1） 子どもを守る自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の認識と設

置について
  （2）危険度の高い通学路に対するガードレールの設置について
３. 福祉行政について　（1）効果的な介護予防について
４. 農業行政について　　
  （1）減反対策への対応と今後の取り組みについて
５. 保健行政について　（1）ノロウィルス感染対策について
６. 土木行政について　（1）新市計画における幹線道路について
７. 観光行政について　（1）観光振興の取り組みについて

　
市
長　

市
政
運
用
も
経
営

路
線
と
し
て
民
間
手
法
の

導
入
と
時
代
に
即
し
た
施
策
の

研
究
等
に
よ
り
変
革
の
時
代
に

対
応
し
ま
す
。
事
業
の
成
果
指

標
を
重
ん
じ
、
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
を
早
期
に
導
入
し
て
歳
出

削
減
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源

に
お
い
て
も
市
民
に
納
得
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
行
政
評
価
を
研

究
す
る
考
え
で
す
。

源
の
確
保
は
、
平
成
19
年
度
自

主
財
源
予
算
の
35
％
を
占
め
る

当
市
税
が
標
準
税
率
の
た
め
、

歳
出
削
減
を
主
に
分
担
金
、
負

担
金
、
手
数
料
、
諸
収
入
の
見

直
し
に
よ
り
維
持
を
図
り
ま
す
。

長
期
的
に
は
地
域
の
活
性
化
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
三
位
一
体
改
革
に
応
じ
た

歳
出
削
減
の
基
準
と
し

て
、
行
政
評
価
を
庁
内
に
定
着

さ
せ
る
考
え
を
伺
う
。

　
税
源
移
譲
に
よ
り
財
源
不

足
と
の
厳
し
い
試
算
が
あ

る
中
、
住
民
税
比
率
が
増
し
、

市
の
自
主
財
源
を
ど
の
よ
う
に

維
持
す
る
か
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。

　
市
長　

市
民
税
と
し
て
の

実
質
収
入
に
不
透
明
な
部

分
が
多
々
あ
る
た
め
注
意
し
ま

す
。
収
納
課
（
納
税
推
進
課
）

に
つ
い
て
は
、
税
の
取
り
扱
い

を
主
に
設
置
し
ま
す
。
自
主
財

▲かすみがうら市役所千代田庁舎

古
橋 

智
樹 

議
員

QA A
事
業
の
成
果
指
標
を
重
ん
じ
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
早
期
導
入
し
て
削
減
す
る

Q

歳
出
削
減
の
基
準
と
し
て
行
政
評
価
の
定
着
は 

質 問 事 項
1. 行政全般について
   （1）税源移譲と歳入の安定について　（2）三位一体改革と行政評価につ
いて　（3）道州制に対応する新たな市町村合併の動きについて　（4）合
併特例債による事業の変更と国・県政施策の招致について
2. 産業振興について
   （1）産業種別に応じた予算の配分について　（2）市内の第一次産業ブラ
ンド化施策について　（3）交通基盤整備と産業基盤整備との連携につ
いて　（4）入札制度について
3. 教育行政について
  （1）学校統廃合による教育の充実について
4. 環境行政について
  （1）悪臭への対策について
5. 福祉行政について
  （1）高齢者や障害者に応じた雇用や請負の機会について

QA

Q

A



一般質問

（9）

▲大型養鶏場

栗
山 
千
勝 

議
員

　
市
長
公
室
長　

財
政
の
健

全
化
を
図
る
た
め
に
は
、

適
正
な
受
益
者
負
担
は
必
要
で

あ
り
ま
す
が
、
過
大
な
住
民
負

担
は
回
避
す
べ
き
で
す
。
具
体

的
な
財
源
確
保
は
、
市
税
を
は

じ
め
と
す
る
自
己
財
源
の
確
保
、

さ
ら
に
歳
出
面
で
の
経
費
削
減

と
い
っ
た
両
面
か
ら
、
捉
え
る
こ

と
が
、
財
政
運
営
の
基
本
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

脱
臭
装
置
、
鶏
糞
の
炭
化
、
乾

燥
装
置
を
設
置
す
る
と
回
答
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
職
員

が
さ
ら
に
そ
の
装
置
の
内
容
、
効

果
を
点
検
し
業
者
側
の
一
方
的
な

説
明
の
み
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
具
体
的
に
効
果
の
点
検
を

さ
せ
、
数
字
的
な
目
標
を
検
討

し
対
応
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
財
源
の
確
保
と
そ
の
方
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
業
者
か
ら
出
さ
れ
た
鶏
糞

の
乾
燥
処
理
装
置
の
内
容

を
理
解
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
市
長　

地
域
の
農
業
、
産

業
の
振
興
と
そ
れ
か
ら
環

境
へ
の
配
慮
は
大
き
な
テ
ー
マ
で

あ
り
ま
す
。
大
型
養
鶏
場
の
問

題
に
つ
い
て
は
皆
様
か
ら
指
摘
が

あ
り
ま
す
と
お
り
大
き
な
課
題

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で

石
岡
市
と
合
同
で
業
者
へ
要
望

い
た
し
ま
し
た
。
業
者
側
か
ら
、

QA

A

脱
臭
装
置
の
機
能
を
理
解
し
一
層
の
指
導
を
行
う

Q

大
型
養
鶏
場
の
悪
臭
対
策
の
進
捗
に
つ
い
て
は

質 問 事 項
1. 行政全般について
  （1）大型養鶏場からの悪臭対策について　
  （2） 旧千代田町で大型養鶏場建設許可の有効期

限はいつ
  （3） 市民サービスは、合併前と合併後でどう変

わったか
  （4） まちづくり建設計画（合併特例債）事業の

進捗状況は
  （5）財源の確保はいかに、その方策

　
保
健
福
祉
部
長　

7
月
の
夏
休

み
期
間
中
に
、志
筑
小
、七
会
小
、

上
佐
谷
小
も
含
め
て
余
裕
教
室
を
利

用
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
を

予
定
し
て
お
り
、
市
内
全
小
学
校
区
で

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
県
の
新
規
事
業
等
で
、
放
課
後

児
童
プ
ラ
ン
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
福
祉
部
門
で
児
童
館
等

の
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

教
育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
、
事
業

を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
受

益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
く
負
担
の
公

平
性
確
保
に
つ
い
て
も
関
係
各
位
と
十

分
協
議
・
検
討
を
行
い
皆
様
の
理
解
を

得
て
、
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
や
効

率
、
事
業
の
効
果
を
検
証
す
る
企
業

的
経
営
感
覚
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

新
し
い
行
政
運
営
の
確
立
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
児
童
館
の
な
い
地
区
の
放
課

後
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
の
前
例

踏
襲
、
慣
例
施
策
か
ら
の
脱
却

に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　

予
算
執
行
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
消
費
主
体
の
考
え

か
ら
効
率
と
成
果
を
重
視
し
た
生
産

主
体
の
意
識
へ
転
換
し
、
歳
入
歳
出
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行
政
運
営
へ
の
展

開
を
図
り
、行
政
改
革
の
推
進
の
も
と
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
な
お
一
層
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

充
実
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
か

▲宍倉小放課後児童クラブ

井
坂 

悦
司 

議
員

QA A

歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
行
政
運
営
を
は
か
る

Q

行
財
政
の
抜
本
見
直
し
に
つ
い
て
は

質 問 事 項
1. 行財政の抜本見直しについて
  （1）前例踏襲形施策からの脱却について
  （2）不要不急事業の見直しについて
  （3）官と民の役割分担について
2. 教育施設整備について
  （1）志筑小学校改築移転計画について
3. 児童生徒の安心安全な育成について
  （1）児童館の無い地区の児童生徒の安全対策
4. 高齢者世帯の実態把握について
  （1） 少子高齢化時代といわれているが本市の高齢者

家族の実態はどうなのか

Q
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A


